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卒成十八年十月十日三二

デ
カ
ル
ト
的
「
心
の
哲
学
」
、
そ
の
前
史
と
し
て
の

感
覚
知
覚
論
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
－
…
…
…
沢
崎

　
一
「
第
一
二
規
則
」
前
半
に
お
け
る
「
仮
説
」
に
つ
い
て
一

壮
宏

カ
ン
ト
の
人
面
学
講
義
に
お
け
る
「
経
験
的
・

　
心
理
学
的
」
趣
味
論
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
：
…
・
杉

山
　
車
　
史

イ
ン
ド
に
お
け
る
哲
学
誌
の
成
立
と

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
赤
松
明
彦

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
数
理
と
自
然
の
概
念
と

形
而
上
学
（
下
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
：
：
…
…
：
小

林
道
　
夫

京都大膨大學院文學研究科内

　　京都哲學會

昭
和
三
十
四
年
七
月
～
日
運
輸
省
特
別
扱
承
認
雑
誌
第
四
五
三
號
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京
都
哲
学
会
規
約

～、

{
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
e
会
誌
「
哲
学
研
究
」
を
発
行
す
る
。

　
口
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　
日
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

　
委
員
会
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
代
表
一
名
を
お
く
。
委
員
は

　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
旧
哲
学
科
系
所
属
教
官
の

　
有
志
、
お
よ
び
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
委
員
会
の
中
に
「
哲
学
研
究
扁
の
編
集
委
員
会
を
お
く
。

五
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

　
ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

六
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
、
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

　
な
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て

　
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
会
員
は
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円

　
（
数
冊
分
）
を
前
納
す
る
。

八
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
に
お

　
く
。

十
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　＊
藤福根中中徳出田杉櫻小氣川片言苧宇伊伊伊板池芦三訂
　　　　　　　　　　　　　　　佐
田谷立村畑永口中村井林多添書合阪美藤藤藤倉田名田松

京
都
哲
学
会
委
員

明直文邦公和昭秀定

行理武雄行二三道宏彦

恵
美
子

榮
　
　
一

際俊正宗康紀靖芳道雅信和

生茂介春型雄夫行彦雄夫子介

宮御水松藤

崎牧谷田田

　克雅素正

泉己彦二勝

（
＊
京
都
哲
学
会
代
表
）



ム写

告

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時
　
十
一
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
場
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
新
館
第
三
講
義
室

一、

u
ヴ
ェ
ー
バ
ー
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
を

　
　
　
　
め
ぐ
る
諸
問
題
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
京
都
大
学
大
学
院
助
教
授
田
中
紀

一、

a
様
彫
刻
の
成
立
と
対
外
美
術
受
容
…
…
…
京
都
大
学
大
学
院
教
授
　
根
　
　
立
　
　
研

※
　
右
終
了
後
京
大
会
館
に
お
い
て
懇
親
会
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
会
費
五
千
円
）

※
　
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
学
会
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

平
成
十
八
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
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学
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A万

口口

、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま
せ

ん
。
入
会
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
内
京
都
哲
学
会
（
振
替
日
座
○
～
〇
二
〇

…
一
…
四
〇
三
九
　
京
都
哲
学
会
）
宛
に
年
会
費
　
、
○
○
○

円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円
（
数
冊
分
）
を
お
支
払
下
さ
い
。
又

会
員
へ
の
会
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
発
売
に
関

す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
二
一
六
一
七
創
文
社
（
振

替
口
座
○
〇
一
二
〇
1
0
1
九
二
四
七
二
）
宛
に
願
い
ま
す
。

一、

?
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
学
会
宛
に
御
通
知
下
さ
い
。

～、

{
誌
の
編
集
に
関
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は
本

会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

、
本
誌
へ
の
論
文
の
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
本
会
会
員
の
み
受

付
け
、
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
と
編
集
委
員

会
で
委
嘱
し
た
委
員
（
若
干
名
）
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員

会
で
決
定
す
る
。
（
本
会
主
催
の
公
開
講
演
会
の
講
演
原
稿
の

掲
載
な
ど
、
編
集
委
員
会
依
頼
に
よ
る
論
文
掲
載
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
）
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〇
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平
成
十
八
年
十
月
五
日
　
印
刷

平
成
十
八
年
十
月
十
日
　
発
行

編発註
箋篠
員人兼

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

京
　
都
　
哲
　
学

母国赤墨

井谷松藤

芳雅明邦

A広雄彦彦武

発
売
所
　
諜
創

印
　
刷
　
所

文

社

久
　
保
　
井
　
浩
　
俊

〒
　
一
〇
工
…
O
O
八
三

中
果
｛
山
都
千
代
田
区
麹
晦
二
…
六
…
七

電
謡
　
　
〇
三
…
【
二
二
六
三
…
七
　
〇
一

振
替
　
○
○
　
二
〇
－
○
－
九
二
四
七
二

株
式
会
社
暁
至
剛

註
　
文
　
規
　
定

一、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共

三
円
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
。
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煤
A
送
料
七
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